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南北問題の現状ホ

一一ある横断面分析一一一

所 哲也

C 1 Jはしがき

本小論は，南北間格差の現状に関する若干の資料提示と，それらの資料を

基にーした一つの横断面分析を目的とする。それは，問題を単にGNP水準や

工業化率といった経済的次元かーら捉えるだけでは不十分であり，政治的，社

会的，文化的な側面からも取りあげる総合的接近法の必要性を強調するもの

である。しかし，採用される指標の種類や分析の手法は，例えば，本稿と類

似の問題意識をもったエーデルマン・モリスの研究などと較べて，はるかに

単純・素朴であるO もし本小論になにがしかの特色があるとすれば，それは

「南北格差論における 1人当GNP重視主義」とでも呼ばれるべき伝統的な

接近法の有効性をさまざまな角度からチェッグしてみるところにあるといえ

よう。

まずはじめに， 18個の指標からみた 106カ国の現状を詳細に観察し，次い

で，それら諸指標聞の相関関係を分析して単一指標による発展水準判定の有

効性を吟味し，最後に，多数の指標を合成して一つの総合指標を導出し， r 1 
人当GNP水準」による国別発展度順位と，この「総合指数」による発展度

順位との聞に生ずる「ズレ」について考察する。

* 本稿の作成にあたり，筆者は当学部の 2人の助手から協力を得た。 1人は資料収
集面を担当した朝倉美恵子助手で、あり， もう 1人は計算作業面を担当した嶺野幸子

助手である。ここに謝意を表したい。

1) r. Adlemari .and C. T.Morris， ECiJnomi.c G.ro叩thand Social Equity in 
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DeveloPing Countries， Stanford University Press， 1973. 

CIIJ 南北格差の現状分析

(1) 政治形態区分

後掲のく別表 1>は， 106カ国をその政治形態(最後尾に記号で示してあ

る〉に応じて 8グループに分類し，各グループとも 1人当GNPの大きい国

からJI僚に並べたものである O この政治形態区分のオリジナノレは，米国の週刊

誌「タイムj(資本主義国，混合経済国，社会民主主義国， マルクス・レー
ニン主義国，第3社会主義国の 5分類法〉であるが，筆者が，それにOPE

Cグループを追加し，更に，資本主 第 1:表

義国と混合経、済国について 1人当

GNP 2，aOOトツレをボーダーライン

に，先進CAの記号〉と発展途上 CB

の記号〉の区分を追加して，第 1表

のように8クホループに分類したO も

とより OPECは政治形態としての

分類ではないが 1個の独立したグ

名 称 |記号|国数
先進資木主義国 1A 8 

発展途上資木主義国 1B 18 

先進混合経済国 2A 7 

発展途上混合経済国 2B 15 

先・中進社会民主主義国 3 11 
マルクス・レーニン主義国 4 8 

o P E C 加盟国 5 10 
発展途上社会主義国 6 29 

ループとして取扱うのが適切かつ有意で、ある。

(2) 各種の指標

ここでは，各国の発展水準をさまざまな視点から捉えて総合的な判定を下

すために，第2表に示されているような， 8系統18種類の指標を取りあけーた。

これら諸指標の出典は， X1 c1人当GNP)，X， (政治的自由度)， X13 (身
体的優秀度〉の 3つが，週刊誌「タイム」に依り，その他の15指標はいずれ

も国連の統計年鑑(1976) に依拠した占資料年次については，横断面分析

Ccross section analysis)の性質上，出来る限り最新のものを使用し，同一年

次で統一じようとしたが，いろいろと制約があって果せなかった。とくに，

Xl1 C 1室当人数〉とX12C水道普及率〉については，古いデータと新しいデ

ータが混在する形になった。同じようなことは;XB (工業化率)， X17 C医師
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第2表

系統名|記号[ 指標の名称

1所得水準 IV"" I 詰震 1 Xl 11人当GNP

平均人口増加率

GDP平均成長率
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X6 1人当エネルギー消費量 石炭Kg換算 1675 

G4 工水準業活指動標 X7 1入当鉄鋼消費量 kg 。1975

Xs 製造工業生産額比率(対GNP) % 1969~1975 

X9 千人当ラジオ台数 A
口
、 1974 

G5生指標活環境 XIO 百人当電話台数 ぷ口ヘ 1975 

Xll 1室当平均人数 人 1951~1974 

X12 屋内水道普及率 % 1951~1974 

G6全集資源[X什附Sl叫 Qualityof Life Index 除名数[ 1976 

X14 1人当新聞用紙消費量 kg 1975 

G7 教指標育文化 X15 千人当日刊紙発行部数 部 1972~1974 

X16 公的教育費比率(対GNP) % 1970~1975 

Gs 医指療標保健
X17 医師 1人当人口数 百人 1968~1974 

XlS 1病床当人口数 人 1968~1974 

当人口数)， X1S (病床当人口数〉についてもあてはまる。

なお，ここで、X5('PF 1)とX13 (PQL 1)について，若干の註釈を加え

ておこう O 上記の「タイム」によると 'X5は "ManhattaribasedFreedom 

Houseとしづ機関が，市民権や政治参加権などを使って計数化したものであ

り， Xi3は Overseas'Development Council : Washington Study Ceuterが

開発した指標で，識字率，平均寿命，乳幼児死亡率の 3者を使つで，総合的

正算出した数字である。
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(3) 格差の現状

く別表 1>から明らかなように， G1 (所得水準〉の南北間格差は非常に大

きい。 X1(1人当GNP)の1位クエートと106位マリでは，実に155対 1の

格差がある。く別表2>によると，グループ 1A (先進資本主義国〕とグル

ープ6 (発展途上社会主義国〉では，平均値で5，631ドル対309ドノレで， 18対

1となる。なお， OPEC諸国の X1値が全体的に著しく高位にあるのは，

いうまでもなく ，1973年秋の石油価格高騰後の国民所得急増によるものであ

る。また，グループ4 (共産主義国〕の所得水準は絶対的に低い。このグル

ープ4に含まれている共産主義国は，共産圏でも先・中進的な国々ばかりで

あって，中国，北朝鮮，キューバ，ベトナム，ラオス，カンボジアといった

発展途上諸国が含まれていないにもかかわらず，グループ 1A (先進資本主

義菌)，グループ2A(先進混合経済国)，グループ 3 (先・中進社会民主主

義国〉などと較べて半分程度であるO

G2 (成長率〉については， X2 (人口増加率〉の大きいことが，発展途上国

の一つの重要な特性である。上述のX1値がいつまでも途上国で低いままなの

は，急激な人口増加のためで、あることが多し、。グループ 1AのX2の平均値が

1.1%であるのに対し，グループ5(OPEC)のそれは，実に3.4%であるO

国別では，グエートの 6%，リビアの4.2%，ホンジュラスの3.9%，ケニア

の3.6%，中央アフリカの3.5%，ローデシアの3.5%，メキシコの3.5%など

がとくに人口増加率の高い国である。なお， Xg (GD P成長率〉とX4 c1人

当GDP成長率〉については，発展水準による有意な横断面格差が殆んど認

められないので，以下の考察からは除外する。

G3 (政治的自由度〉の国別格差は著るしく大きいo X5 (P F I)の数値で，

共産圏諸国が低い(平均12.4)のはその政治形態の特性によるが，発展途上

諸国は，政治形態に関係なく，どのグループも一様に，この数値が小さし、。

く別表2>から，グループ 1B(発展途上資本主義国〕が28.7，グループ2

B C発展途上混合経済国〉が37.8，クソレープ5 (OPEC)が29.8，グルー

プ6 (発展途上社会主義国〉が16.7と，先進グループC1A，2A， 3)の
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平均92.0を大き《下回ることが知られる。

G4 (工業活動水準〉も， Xs (1人当エネルギー)， X7 (1人当鉄鋼)， Xs 

(製造工業比率〉のいずれで捉えても，南北間格差は非常に大きい。例えば，

Xsでは，最高の米国が1O，999kgで、最低のネパーノレが 10kg，X7では，最高の

スエーデンが772kgで最低のマリが 1kg， Xsでは，最高の西独が39%で最低

の南イエメンが2%である。なお，共産闇諸国については， Xsの数字は全て

未公開であるため不明であり，以下の分析において大きな障害になった。

Gd (生活環境〉もまた南北間格差が著しし、。例えば， X9 (ラジオ普及率〕

では，最高の米国が1，895台で最低のアフガニスタンその他が6台， X10 (電

話普及率〕では，最高の米国が 69.5台で最低のピルマその他が0.1台， Xu 

c1室当人数〕では，最高のスイスその他が0.6人で最低が中央アフリカの

3.4人， X12 (水道普及率〉では，最高の西独が99~2%で最低のスリランカが

4.4%といった具合であるO グ、ループ別では， これら 4つの指標とも，グル

ープ6(発展途上社会主義国〉が最低で、あり，その他1B，2B， 5などの

発展途上国グループについてもほぼ同様であり. 1A. 2A. 3などの先進

国クソレープに比して著しく未発達である。なおく別表2>から明らかなよう
に，この生活関連指標(G5)では，共産圏グループの発展度の著しく低い点

が注目される O 先きの工業活動水準 (XsとX7)の相対的高水準に比して，消

費生活面の立ち遅れが目立っている。

Gs(人的資源〉は，最近の開発理論において，もっとも基本的な成長要因

として重要視されているが，このX13(PQL 1)で見ても，これまた南北間

格差が著しく大きい。文盲率，栄養状態，平均寿命，健康状態などは，その

国の労働生産性に決定的に大きな影響を与えるから，発展途上諸国における

この数字の低さは，問題の深刻さを如実に物語っている。例えば，最高のス

イス，スエーデンなどの97に対して，最低のマリは14であり，グループ 1A

〈先進資本主義国〉の平均が94.8であるのに対し，グループ6 (発展途上社

会主義国〉の平均が16.7という低さである O なお，共産圏の国々のX13は.Gd 

(生活環境〉とは対照的に，非常に高い水準にある。



66 (66) 経済学研究第29巻第1号

G7 C教育文化〉については， X10 C公的教育費〉は南北間格差が殆んど認め

られないのに対し， X14 (1人当新聞用紙〕と X15 ( 1人当日刊紙発行〕では，

lこれまでの指標でみられた大きな格差を数段も上回る激しい格差がある O 例

えば，.Xuで、は，最高の米国が38.7kgで最低のエチオピアがO.Olkgで， 3，870 

対 1，X15では， 最高のスエーデンが536部で最低のルワンダが0.1部で，

5，360対 1と， いずれも膨大なひらきがあるO これに対しだ， GNPに占め

る公的教育費比率 CX16) は，く別表2>から明らかなまうに，最高がグルー

プ3 (先・中進社会民主主義国〕の 6.0%で/最低がグループ 1B C発展途

上資本主義国〉の 3.2%と，あまり大きな格差はなし、。国別でみても，最高

の英国が9.8%で，最低のハイチが1.1%と，それほど大きな格差はない。

これは，最近の発展途上国が教育，とくに政府の直接負担による教育に鋭意

努力中であることと，先進国では私的教育費の占めるウエイトが大きい乙と

の反映であって，この X16の数値の大小によって一国の文化の発展水準を判

断することはむずかしL、。従って，これも以下の考察からは除外する O

GsC医療保健〉でもまた南北間格差は激しL、。グループ別では， X17 C医師

当人仁1)もX1SC病床当人口〉も，非常に優れているグノレープC1A，2A，

3， 4)と非常に劣っているグループC1B，2B， 5， 6)にはっきり二

極分解している。国別については X17では， 最高のチエコスロパキアその

他が400人で，最低のエチオピアが73，300人で 1対183，X1Sでは，最高の

スエーデンその他が66人で，最低のバングラデシュが 6，946人で 1対 105

である。

以上， 18指標を8系統に分類して， 106カ国について南北間格差の現状を，

単に経済的次元からだけでなく，政治的，社会的，文化的な側面からも検討

して，総合的な発展水準の格差を考察し，そのギャップの大きさをあらため

て再認識する結果になった。

2) Time. 1978年3月13日号 (pp.8~19). 更に，同誌の1975年12月22日号 (pp.16

~23) 並びに1978年 6 月 5 日号 (pp. 10~1 7)も参照した。

3) ditto. 1978年3月13日号のp.10を参照。
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4) U. N. Statistical Yearbook. 1976. 

CmJ 諸指標聞の相関関係

前節では， 18個の指標それぞれについて南北間格差の現状を観察し，次節

では，それらの考察を基にして一つの総合指標を作成する:ことになるが，本

節では，その中間的手続きとして，指標同士聞の相関関係について分析する。

もしも，各指標間の相関係数がし、ずれも著しく大きければ，任意の単一指標

(例えば，もっともポピュラーに使用されている 1人当GNP)による国別

発展度ランキングや先・中・後進国分類法に依拠しても，その有効性は損わ

れないが，たとえ特定指標聞の相関は高くとも，全般的に相関関係が薄けれ

ば，単一指標は勿論，少数指標による順位付けや発展度区分も危険であり，

多数の指標を使用する総合的な判定が必要となるO

ここでは， 15通り(以下それらについて， J OB  1からJOB15までの略

称で呼ぶことにする〉の相関行列を計算したが，く別表3>には， 18指標の

うち 5指標 (X1，X2， X6， Xs， X13) について13通りの結果(JOB12とJ

OB13は省111各されており， J OBlO， J OBll， J OB14の3つのケースにつ

いては，ごく少数の指標しか使用しなかった〉だけが示されている。 15通り

もの相関行列を計算した理由に2つある。 1つの理由は 18指標のうち 106

カ国全部のデータが得られたのは僅かに10種類のみであり，残る 8種類 (X3，

X4， X7， Xs， Xll， X12， X15， X16) については，データのない国がかなりの

数にのぼり，しかも，指標によって不足数や不足国がぱらぱらであったため

である。もう 1つの理由は，固によって各指標聞の関係にある種のバイアス

があり，特定固ないしは特定グループを含めるか否かで，計算結果が非常に

不安定に動いたためで、ある。例えば， OPEC諸国や共産主義諸国は，前節

の分析からも明らかなように，ある指標系統 (Gi) では非常に高¥，-、数値を示

すかと思えば，別の指標系統では非常に低い数値を示すといった具合で，指

標聞の関係に，他の国々にはあまり見かけない，ある種の偏向が存在する。

以下，こうした諸点に配慮しながら，主として経済関係の指標について，他
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指標とどのような相関関係にあるか検討する。

X1(1人当GNP)のケース。この指標は，その性質上当然のことながら，

X2， XI1， X17， X18の4指標とは負の相関関係にあり， 他の13指標とは正の

相関関係にある。 X1の場合，いずれのJOB (それぞれサンプル国数が異な

る〉でみても，相関係数が大きくかっ安定しているのは， X6 (1人当エネル

ギー)， X7 (1人当鉄鋼)， X10 (電話普及率〉の 3指標であり，相関係数は

さきほど大きくないが安定的なのは， X13 (P Q L 1)， X14 (1人当新聞用

紙)， X15 (千人当日刊紙〉の 3指標である。これらの 6指標は X1の代理変

数になりうるかもしれなし、。これに対して，このX1とあまり有意な相関のな

い指標として，X2(人口増加率)， Xs(工業化水準)， X16(公的教育費比率)， 

X17(医師当人口)， X18 (病床当人口〉の 5指標がある。ここでとくに注目さ

れるのは， X1のX2とXsに対する相関度の低さである。開発経済学の教える

ところでは，先述の如く，人口増加率の大きい国ほど，そしてまた，工業化

水準の低い国ほど，経済発展水準は低くなるという考え方があるが，ここで

の横断面分析では，それが必ずしも妥当しなし、。ただし X2については，J 

OBl， JOB8， JOB9の3つのケースでは，かなり高い負の相闘が認

められ，この「人口率命題」が一応成立している。これら3つのJOBでは，

いずれもOPEC諸国が排除されており，更に， J OB 1とJOB8では，

共産圏諸国も除かれている。従って，撹乱要因になっているOPECと共産

圏を除いた先進諸国と発展途上諸国については， I人口率命題」が部分的に

成立することになる。

X2 (人口増加率〕のケース。いま X1ケースで見た如く，人口増加率は 1

人当GNP水準とは必ずしも有意な関係をもたないが， X1 以外の諸指標との

関係はどうなっているので、あろうか。 X2は XI1，X17， X1Sとは当然ながら

正の相関関係があり，他の指標とは負の相関関係がある。 だが，XI1 (1室

当人数〕との比較的高い相関関係以外に，高位で、かっ安定的な相関関係にあ

る指標は見当らなし、。せいぜ、いX7(1人当鉄鋼)， Xa (工業化率)， X10 (電話

台数)， X15 (千人当日刊紙〉の 4指標において中位の安定した相関関係が
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認められる程度である。従って，この人口増加率指標をもって一国の発展水

準を示す指数のーっとして使用する場合には，十分注意深くなければならな

L 、。

X6 ( 1人当エネルギー消費量〉のケース。工業活動水準を示すーっの指標

とじて使用したこのXけま，上述のX1とX2以外の諸指標とどんな相関関係に

あるかが次の問題である。 X6との相関係数が大きくかっ安定しているものは，

X7 C 1人当鉄鋼)， X9C千人当ラジオ)， X10 C百人当電話)， X14 (1人当新聞

用紙)， X15 C千人当日刊紙〉の 5指標である。とくにX7とX10との関係にお

いて相闘が高い。さきの X1のケースで，X1は X6との相闘が高く，かっ

X10， X14， X15などとも相関の高いことが分っていたから， こうした結果の

出てくることは十分に予想されるところであるが，X1のときにはあまり高い

相関のなかったX9が，このX6とでは相闘がかなり高く出てきている点が注

目される。

Xs (製造工業生産額比率〉のケース。同じく工業活動水準を示すこのお

の場合は，データ上の制約のため5つのJOB (いずれも共産圏諸国と多数

の発展途上諸国が除外されている〉じか実施されなかった。従って，この計

算結果の使用については注意深くなければならないが， X1のケースでも言及

した如く，製造工業生産額比率を以て，一国の経済発展水準を云々すること

は危険であるという結論をここでも確認することができる。

X13 (PQL 1)のケース。この人的資源の質を表わす指標X13が，X1 (1 

人当GNP)との相関はあまり高くないが，殆んどのJOBにわたって相関

係数が安定している点については，既に指摘した通りである。所得水準の高

いことが，高い識字率(文盲率の逆数)，長い平均寿命，低い乳幼児死亡率

をもたらしているといえそうである。その他に，この X13が相関係数の比較

的高位でかつ安定的な指標としては，X7 (1人当鉄鋼)， X10 C百人当電話)， 

X15 (千人当日刊紙〉などがあり，係数値はかなり大きいが，サンプル数に

関してやや不安定な相関関係にあるのがX5(P F 1)である。

以上 5つの主要な指標を中心に，指標同土聞の相関関係を分析した結果，
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X1， XG， X7; X10， X13， X15などは，互に相関係数が大きく，サンフツレ数の

変化に関係なく安定的であるのに対し，X2， X5， XS， XO， X16， X17， X18 な

どは，係数値が全般的に小さかったり，たとえ大きくてもサンフ。ル数によっ

て不安定に動いたりすることが明らかになった。従って X1の単一指標やX1

の有効代理変数としてのX6，X7， X10， X13， X14， X15など，相互に相関関係

の強い指標群だけを使って一国の発展水準を規定したり，国別ランキングを

作成したりすることは危険であ、り，片手落ちになる可能性があるoX3， X" 

X16などのように，国別格差が非常に小さく，発展水準を示す有意のメルク

マールになりにくい指標ば別として，相関度は低くても，南北格差を有意に

反映する指標群は，ー出来る恨り多く使用しで，総合的なアアロムチを実施す

る必n要がある。

なお，これらの考察を通じて，サシプノレ数〔データの利用できる国の数〕

不足のため，殆んど言及されなかった2つの指標，XIl C 1室当人数〕と X12

(水道普及率〕は，X1， X2， XG， X13などの指標とかなり高い相関関係をも

っていることが明らかになったが(く別表3>のJOB1とJOB2)，サ

ンフ。ノレ数不足が発展途上国側にとくに偏って発生しているため，有効な分析

を加えることができなかった。

ClVJ 総合指標の作成

(1) Xrll原位の欠陥

前節の考察から，一国の発展水準を示す各種の指標同士聞には，相関関係

の高いものもあれば低いものもあるため，単一指標ないしは少数の指標群に

よる数値は，特定局面からみた発展基準にはなりえても，その国の総合的な

発展水準を表わすものでないことが明らかになった。従って，本節では，こ

れまで検討してきた18個の指標のうち，発展水準の横断面指標としてあまり

有効でない3つの指標， X3 (GDP成長率)， X4 (1人当GDP成長率)， XIG 

(公的教育費比率〉を除いた15個の指擦を使って，一つの総合指標 Coverall

indexと呼び，以下01なる記号を使用する〉を算出し，それに基づいた国



南北問題の現状所 手1:(下1う

別順位を作成し，現在もっとも広く利用されているX1(L人当GNP水準〉

による国別順位と対比して，両順位聞にどのようなギャップが発生するかを

検討する。

X1による国別ランキングにはさまざまな欠陥があるが，ここでは次の 2点

を問題にする。一つは所得の分配構造が無視されていることであり，もう一

つはストックとしての国富水準が無視されていることであ為。

X1はGNPを機械的に人口数で除したもので、あるから，.その国の所得分配

面が全く考慮されておらず， X4の数字をそのまま国民一般の浮均所得水準と

見倣すことは不可能であり，分配構造を加味す!るため，なんらかの方法(ジ

ニ係数やローレンツ曲線など〉で修正じでやる必要がある。例えば，、X1ラシ

キング 1 位のグエートは，いわゆる ~'Oil Kings"の所得が石油価格高騰によ

って急膨張したことによる上位進出であゥて， グエード国民一般の 1人当所

得がこの数字 (15，480ド、ル〕にほぼ近いとは，到底見倣しえない。そのこと

は，リビア (11位)，サウジアヲピア (18位)， ベネゼエラ (30位)， イラク

(38位〉などの国々にも妥当し，更に， OPEC諸国以外の多数の発展途上

諸国でも顕著に見られる現象であるO

またX1は，ある特定年のフローとしての経済変量でLかなく，一国が過去

から今日まで蓄積してきたストッグとしての経済変量を示すものではない。

一国の真の経済的・社会的発展水準を知るためには 1人当GNPとともに

1人当国富もまた考慮に入れなければならない。最近にわかに高位のGNP

水準に到達した固と，たとえGNP成長率それ自体は低位に推移しτいても，
過去長期間にわたり，高いGNP水準を持続してきた国とで、は，国富の蓄積

状態が異なり，国民を取まく生活環境に大きな格差があるだろう O 例えば，

アイルランド (2，560ドル〕対ベネゼエラ (2，570ドル)，ポルトガル-(1，690 

ドル〉対ウルグアイ (1，390ドル)，ニュージイランド (4，250ドル〕対サウジ

アラビア (4，480ドル〉など，フローとしてのGNP水準はほぼ同じで、あって

も，ストッグとしての国富水準には大きなひらきがある筈で、ある。 ζ うし手こ

事例は他にも多数存在するだろう。



72 (72) 経済学研究第29巻第1号

従って，所得分配構造や 1人当国富水準を示すなんらかの指数を使って，

X1による国別順位を修正しなければ，真の国別発展順位を知ることはできな

い。しかしながら，不幸にして，そのような指標に関する正確でしかもサン

プル数の十分な資料を直接利用することは不可能であるため，ここでは，そ

れを次のような間接的な方法で処理せざるを得なかった。

(2) 総合指標による順位

その方法はきわめて単純・素朴なものである。まずX1からXI8までの全指

標のうち，Xa CGDP成長率)， X4 (1人当GDP成長率)， XI6 C公的教育

費比率〉の3つについては，既述のように，必ずしも発展水準を示す有意の

指標でないことと，更に， XaとX4はX1C 1人当GNP)と基本的に同じカ

テゴリイに属する指標であることのため，計算から除外した。次に，残る15

指標について，く別表5>に示されているような基準に従って，各数値をA

からFまでの6段階に区分し， Aに6，Bに5，Cに4，Dに3，Eに2，

Fに1という具合にスコアを割当て，その平均値を計算した。スコア合計数

でなくその平均値を求めた理由は，固によって15指標全部の数値が得られず，

ブラングになる部分があるためであるが，最少の国でも12サンプノレはあるか

ら，分析上大きな障害にはならないだろう。このようにして求めた数字が

く別表4>の011 ( overall index 1の略〕であり，その国別ランキングc1

位のスエーデンから106位のエチオピアまで〉は，この011値に依ったもので

ある。

次に，上述した15指標の中から， Xlを除いた14サンフ。ルのスコア平均値

OIz Coverallindex 2の略〉を計算した。これは， X1という単一指標による

国別ランキングと総合指標である 011による国別ランキングを対比し，その

順位相闘を計算する際に，011の中に，そのコンポーネントとして X1が入

っていることによって生ずる「多重共線性」を回避するための措置で、ある。

その計算結果かく別表4>の第3欄OIzの数字であり，この012による国別

ランキングが第4欄の数字で、ある。

以上の手続きを経て，011と012という各国の発展水準を示すある種の総
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合指標が求められた。それは，単に経済的な側面だけでなく，政治的，社会

的，文化的な諸側面の発展度も考慮に入れた指標で『あり，更に，前述したXl

のみによる順位のもつ2つの欠点(所得分配の不平等性と 1人当国富水準の

無視〉を間接的に解決する方法でもある。

(3) X1 順位と 012順位のズレ

く別表4>の第1欄の国別ランキングは，上述したように， 011による順

位であり，第4欄の数字はOhによるl順位であり，両者の聞に多少のズレは

あっても，大きなギャップは存在しない。これに対して，第5欄のXlによる

順位と 011ないし012による順位との聞には，特定固に関してかなり大きな

ズレがある。第6欄句数字は，第5欄の数字 (X1によるj順位〉から，第4欄

の数字 (012による順位〉を差し引いたものである。それがゼロなら両者の

順位は同じである(カナダ，東独， ユーゴスラピアなど8カ国〉。そして，

プラスの数字は，012 による順位の方が上位にあることを示す上方シフト値

であり，マイナスの数字は，0I2 による順位の方が下位にあることを示す下

方シフト値である。例えば，ニュージイランドの+16，英国の十17，日本の

十12などは， X1のランクでは低くても ，012のラングでは上位にくることを

示し，グエートの-36，リビアの-'43，サウジアラビアの-53などは， X1の

ランクでは高くても ，012 のランクでははるかに下位にくることを示してい

る。この 2つの順位のズレは，X1のような単一指標による国別ランキングの

使用には，大きな制約があり，十分注意深くなければならないことを示唆す

るものである。

我々はく別表4>から，この両指標の順位のズレの状態を観察して，次の

ようなし、くつかの特徴を見い出した。

まず，上方シフトの例で自につく国は，上述のニュージイランド，英国，

日本の他に，アイルランド (+13)，コスタリカ (+12)，ガイアナ(+27)， 

コロンピア(十16)，韓国 (+12)，エジプト(十30)，スリランカ (+31)，

インド (+30)，ピルマ(+14)，パングラデシュ (+11)などであるO ニュ

ージイランド，英国，日本，アイルランドの4カ国については，所得分配の
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平等性〈日本，ニュージイランド〉と国富水準の高さ C英国，アイルランド〉

が上方シフトの原因と考えでほぼ誤りはないと思われるが，残る 9カ国に勺

いては，これらの国々がOlzの順位で上方シフトする(ただし，絶対的順位

は依然として著しく低Lウ原因については， これらのデータのみから判断す

るのは不適当であり，今後の研究にまつ他ないが，一つの興味ある発見は，

乙れらの国々を相対的に上位ヘシフトさせる共通要因として， X17 (9カ国全

部に共通); X13 (7カ国共通)， X5 (6カ国共通)， X18 (5カ国共通〉など

が指摘される点である。 X17とX18は医療保健関係の指標であり ，X13 (PQh 

nーは入的資源の優秀度を示す指標で、ある。また;9カ国中韓国のみ資本主
義国で、残~..871，国はいずれも社会~主義国か混合経済国で、ある。こうじた共

通指標の種類偏向と特徴ある政治形態分布は，我々に，問題の所在を示唆し，

解明の糸口を与えてくれているような気がする。

次に，大幅な下方シフトの例で、は，上述のクエート，リビア，サウジアラ

ビアの他に，イラク (-23)， アルジエリア (-23)， チュニジア (-23)， 

ガーナ (":':14)，象牙海岸 (-18)，アンゴラ (-12)，ナイジエリア (-17)， 

トーゴ (-15)，中央アフリカ(ム13)， ウガンダ (-16)，南イエメン(→

23)，フィリピン (-11)， パラグアイ (-10)， リベリア(-10)などがあ

るが，これらのうち， OPEC加盟国が6カ国，新興アフリカ諸国が10カ国，

中近東諸国が5カ国という，これまた非常に特色のある政治・地域分布にな

っている(ただし，ナイジエリアのようにOPECでアフリカ国，グ=.-r 

のようにOPECで中近東国といった二重計算がある〉。これらの国々の012

順位が，XJ!I原位に比して大きく下方へシフトするのは，全体的に発展度が低

いことと共に，所得の不平等分配と 1人当国富の低水準もまた大きく作用し

ているものと推測される。

tな日お， ψ 共産圏諸国については，両順位のズυが全般的に非常に小さい， と

いち特徴がある。

仏)順位相関

このよう十Vこ，ザ X1と011なドルし;012の指標による 2つの国別ラシキングには，
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2桁台のズレを示す閏が27サンプルあるが，全体的にみて，それほど大きな

差異は認められなし、。試みに， X1 順位と 0I1順位並び、に012順位の相関関係

を計算してみたところ，次のような結果が出た。 X1順位と Oh順位の順位相

関係数は0.9327であり， X1順位と 012順位のそれは0.9107である。 X1と012

の順位相闘がこのように高い数値を示したことは注目に価する。 X1指標によ

る国別ランキングは「特定の国の順位」については，その実勢から大きくかけ

はなれた位置に各国をシフトさせる可能性はあるが，r全体的な順位」につ
いては十発展の実態をかなりよぐ反映しているととになるO ただし，順位で

はなくて， XIの数値そのものと 011や 012の数値そのtのとの相関関係は，

順位相関除ど高くはなく，相関係数が，それぞれ0.7691と0.7578であって，

かなり精度がおちることに注意する必要がある。

(5) 総合指標によるグルーピング

最後に， X1 (1人当GNP)による発展水準の国別分類に代って， 011値

(総合指標)陀従ったグルーピングを試みる。く別表4>の第2欄の数字(011

数値〕を 6段階に分け，それぞれ，先進，中進，後進の 3グノレープに分類す

ると第3表のようになる。

このうちAレベル19カ国は，

いわゆる富裕国グループであり，

く別表4>のどvうに 1位のス

エーデンから19位のイタリアま

で，欧米先進諸国と日本だけが

含まれ，共産圏諸国は全く入ら

ず， Bレベルに東独，チエコス

ロパキア，ソ連の 3カ国が含ま

第 3表

グループ II/-"Ivl OI1値 |国数
先進グノレープ A 5.01~6.00 19 

車母 B 4.51~5.00 5 

中進グノレープ C 4.01~4.50 7 

帥 D 3.01~4.00 19 

後進グループ E 2.01~3.00 31 

同 F 1.00~2.00 25 

れるだけである。 Fレベノレは， 82 i立のインドネシアから， 106位のエチオピ

アまで25カ国が含まれ，いわゆる極貧困(その大部分がLLDCである〉に

該当し， 17カ国がMSACの指定を受けている。この極貧国グループの政治

形態分布にはある種の偏向があって，社会主義国が9カ国，混合経済国が12
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カ国，資本主義国が2国， OPECが12カ国とL、う構成になっている。貧し

いが故に社会主義的計画経済路線が採用されるのか，それとも，社会主義的

計画経済制度が非効率的であるがために貧しいのか，いずれにしても一つの

興味あるテーマである。

CVJ あとがき

以上我々は，これまでの考察を通じて，今日の低開発国問題の現状の一端

を伺い知ることができた。若干の新しい発見もあった。しかし，その成果は

まだ極めて限られたものであり，今後に残された課題が多L、。

まず第1にゑデータ面の精度を高める必要がある。標本国数を増やし(と

くに発展途上国の数)，新しい有意な指標を開発しなければならない。また

X13 CP QL I)などはそれぞれのコンポーネント〈文盲率，平均寿命， 乳

幼児死亡率〉に分解した方がよL、。第2の問題点は，時系列分析併用の必要

性である。横断面分析だけでは，各国の各方面における成長・発展の時間的

プロセスが不明である。第3fこ，分析手法の改善が必要である。本稿で採用

された方法は極めて単純な相関分析だけで、ある。今日では，分散分析，成分

分析，判別分析など，よりソフイスケイトされた多変量解析の手法が開発さ

れ，広く使用されているO いずれの問題点についても次の機会を待ちたい。

(1978. 8. 5) 



く別表1>
G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 Gs 政治

国 名
X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 Xs X9 X10 X11 

司

A
馬{12 X13 X!4 X15 X16 X!7 X18 形態

Switzerland 8，880 0.7 100 3.642 323 19 314 61.1 0.6 96.1 97 21.60 392.0 4.8 6 88 1 A 

2 U. S. A. 7，890 0.8 2.5 1.6 100 10.999 549 23 1，895 69.5 0.6 97.5 94 38.70 293.0 6.6 6 149 " 

3 Canada 7.510 1.4 4.7 3.2 100 9.880 577 19 894 57.2 0.6 96.1 95 27.10 235.0 7.6 6 106 " 
4 Australia 6.100 1.5 4.8 3.1 100 6，485 467 21 214 39.0 0.7 93 38.30 386.0 6.4 7 81 " 

5 Japan 4，910 1.2 92 3，622 583 35 658 40.5 1.0 94.9 96 19.60 526.0 4.3 9 78 " 

6 New Zealand 4.250 1.9 100 3，111 300 892 50.2 0.7 92.7 94 34.40 5.6 8 93 " 
7 Spain 2.920 1.0 7.0 5.9 83 2.147 284 27 229 22.0 0.9 45.0 91 5.80 96.0 1.7 8 193 " 

8 Greece 2，590 0.6 4.9 4.3 83 2，090 143 18 279 22.1 0.9 65.0 88 5.40 107.0 1.6 5 158 " 

Sweden 8.670 0.4 2.6 2.3 100 6.178 772 29 378 66.1 0.7 97.3 97 31.80 536.0 7.5 6 66 2A 

2 France ，! 6，550 0.8 3.9 3.1 100 3，944 350 36 324 26.2 0.9 90.8 94 7.60 220.0 4.7 7 98 " 

3 Iceland 6，100 1.1 100 4.720 191 295 41.7 0.9 98.7 96 13.90 436.0 4.8 7 68 " 
4 I Israel 3，920 3.1 75 2，806 221 19 221 23.1 1.5 96.5 89 13.30 395.0 6.7 4 171 " 

5 Italy I 3，050 0.8 3.8 3.0 92 3，012 319 30 228 25.9 0.9 86.1 92 4.40 126.0 5.2 5 95 " 
6 Singapore 2，700 1.6 11.2 9.3 33 2.151 636 24 142 12.9 2.9 79.7 83 15.00 2.7 14 271 " 
7 Ireland 2，560 1.2 5.3 4.8 100 3.097 106 30 287 14.1 0.9 73.2 93 14.90 236.0 5.9 8 91 " 

l Denmark 7，450 0.5 2.2 1.6 100 5，268 358 24 336 45.4 0.8 98.7 96 24.70 355.0 7.1 6 103 3 

2 Norway :i 7，420 0.7 4.5 3.8 100 4.607 514 22 320 35.0 0.8 94.4 96 13.60 391.0 7.0 6 73 " 

3 W-Germany 7.380 0.2 2.2 1.8 100 5.345 490 39 337 31.7 0.7 99.2 93 17.50 289.0 4.1 5 87 " 

4 Belgium 6.780 0.2 4.8 3.7 100 5.584 314 28 384 28.5 0.6 86.6 93 15.90 247.0 5.1 6 112 " 

5 Netherland 6.200 0.8 3.4 2.5 100 5，784 330 29 284 36.8 0.8 78.3 96 27.00 311.0 7.9 7 99 " 
6 Finland 5.620 0.4 4.6 4.1 83 4，766 430 28 427 38.9 1.0 72.1 94 46.00 440.0 6.1 8 67 " 

7 Austria 5，330 0.3 4.3 3.9 100 3.700 286 288 28.1 0.9 87.8 93 16.00 308.0 5.3 5 87 " 
8 U. K. 4，020 0.2 2.7 2.5 100 5.265 385 26 750 37.9 0.7 94.0 94 22.20 443.0 9.8 8 117 " 

9 Portugal 1，690 0.2 7.9 7.7 83 983 118 32 174 11.3 1.1 28.9 78 3.10 91.0 2.1 9 163 J〆

10 'Surinam 1.370 2.6 83 2.063 13 264 4.2 1.7 21.9 83 1.40 57.0 20 180 " 

11 Costa-Riea 1.040 2.6 100 544 41 20 74 5.6 1.4 81.0 85 5.00 97.0 5.2 27 260 " 

E-Germany 4，220 0.4 O 6.835 566 356 15.2 1.3 82.1 93 8.20 452.0 5.6 6 92 4 

2 Czechoslovakia 3，840 0.6 8 7.151 733 266 17.6 1.1 75.4 93 4.50 288.0 4.5 4 66 " 
3 Poland' 2.860 0.9 25 5.007 524 237 7.5 1.4 47.3 91 3.60 237.0 7.6 6 129 " 
4 USSR 2.760 0.9 8 5.546 554 461 6.6 1.3 91 4.30 388.0 5.3 4 86 " 
5 Bulgaria 2，310 0.5 O 4，781 252 262 8.9 1.2 28.2 91 5.60 227.0 5.3 5 118 " 
6 Hungary 2，280 0.4 25 3，624 361 243 9.9 1.1 44.0 91 5.20 232.0 4.6 5 120 " 
7 Yugoslavia 1，680 0.9 25 1，930 205 193. 6.1 1.4 34.0 84 3.80 87.0 6.0 8 169 〆.，

8 . Rumania 1.450 1.0 8 3，803 464 146 5.1 1.4 12.0 90 2.10 129.0 8 110 " 



く別表 1のつづき>

Kuwait !I 15，480 6.0 33 8，718 354 4 231 12.3 2.1 74 5.40 86.0 2.6 8 241 5 

2 Libya 6.310 4.2 23.8 19.0 6 1.299 321 2 156 2.1 44 0.30 11 240 " 
3 Saudi Arabia 4，480 3.0 16.3 13.0 17 1.398 159 5 11 1.0 28 0.90 11.0 50 897 " 

4 Venezuela 2，570 2.9 5.0 2.1 92 2，639 194 16 147 5.3 1.6 72.4 79 8.20 90.0 5.3 9 339 " 
5 Iraq 1.390 3.3 8.3 4.8 713 181 8 116 1.7 20.8 39 0.06 4.3 24 482 F〆

6 Iran -←11 一一1，一09 30 2.9 20.2 16.9 25 1，353 163 11 249 2.0 2.3 13.1 44 0.70 15.0 3目8 28 650 " 
7 Algeria 90 i 3.2 17 754 73 198 1.4 2.8 22.7 41 0.50 17.0 6.5 82 356 " 
8 Ecuador " ωl 7.0 33 442 27 15 279 2.7 2.5 12.3 67 2.20 41.0 3.2 29 478 " 

-l9一o十.'す沼eena 380 2.7 7.6 4.8 42 90 22 7 69 0.2 25 0.30 9.0 4.1 255 1，378 " 
Ir】donesia 240 2.6 8.2 5.4 33 178 10 9 39 0.2 1.7 39.5 48 0.40 1.0 2.4 189 1. 415 " 

u-ァ;ーA一一rg一e一ntma 一一一寸i一 L550 i 1.3 4.1 2.8 17 1，754 172 33 838 7目8 1.4 85 7.40 145.0 4.0 5 176 1 B 

2 トAfrica 1. 340 ! 2.5 25 2，958 263 24 41 7.8 1.3 48 6.60 68.0 20 152 " 
3 Panama 1.3]0 3.1 5.2 2.0 25 865 33 13 159 8.5 2.2 26.1 80 3.30 92.0 5.9 12 281 " 
4 : Philippine 1.070 2.9 6.1 3.2 42 326 22 19 43 1.2 34.4 86 1.60 18.0 26 639 " 
5 Chile 

一一一-Li一一l一，07一550 1.81l 一1.0 -2.7 17 765 55 22 298 4.5 1.4 
59.6 77 4.10 3.8 20 279 " 

6 ='Iicaragua 計3.3 6.0 2.6 33 479 18 22 60 1.0 3.2 27.9 53 1.80 26.0 2.2 17 450 " 
ト一78一一十トI 一 670! 2.7 5--Korea 8.9 6.4 33 1，038 85 28 144 4.0 2.3 19.6 82 4.40 175.0 4.1 26 1.515 " 
ト Paraguay 640 2計6.4 3.5 25 153 7 16 68 1.4 2.6 5.9 73 1.20 3.0 1.4 19 677 " 
9 Guatemala 630 3.0 I 6.0 3.0 50 237 14 13 47 1.0 2.6 11.3 51 1.30 18.0 1.7 43 457 " 
10 Ivory Coast 

一ー一一一寸一
610 
21L斗- 25 366 23 15 17 0.9 28 0.30 7.2 5.9 136 496 〆./

11 Jordan 610 3.3 17 408 34 1 ] 198 1.6 21.3 47 0.03 22.0 3.6 24 937 〆r

12 Rhodesia 550 3‘5 25 764 45 23 37 2.8 43 2.10 16.0 3.6 57 316 " 
13 1 El-Salvador 490 3.0 5.1 2.8 67 248 11 17 85 1.4 3.1 26.0 64 2.90 51.0 3.6 41 552 " 

14 Liberia 
lト
450 2.3 4.1 1.8 33 404 10 4 156 0.3 1.7 26 0.07 7.0 2.2 126 509 " 

15 Honduras 390 3.9 3.4 -0.4 42 232 11 14 54 0.7 2.4 12.1 51 0.70 33.0 3.3 34 622 " 

16 Theiland 380 2.9 6.6 3.5 25 284 20 18 125 0.7 8.6 68 1.30 2.6 80 774 " 

17 I Haiti 200 1.6 4.2 2.6 8 30 5 11 20 0.2 32 0.20 21.0 1.1 132 1.344 " 

18 Malawi 140 2.6 8 56 3 12 26 0.4 1.7 30 0.06 2.0 2.4 380 639 " 

Tunisia 840 2.4 9.7 7.2 25 447 56 10 49 2.3 3.2 14.8 47. 0.60 28.0 52 423 2 B 

2 Syria 780 I 3.3 11.9 8.4 25 477 64 12 374 2.1 2.3 41.9 54 0.10 9.0 29 1.054 " 

3 Guyana 54(] 2.2 67 1，114 10 346 2.6 2.1 82 1.90 155.0 6.3 32 190 " 

4 Zambia 440 3.2 -0.5 -3.3 33 504 14 12 21 1.7 2.6 12.4 30 0.40 22.0 82 313 1.〆

5 Angola 330 2.5 ! 174 9 20 0.6 15 0.10 13.0 2.0 154 322 " 

6 Egypt 280 2.5 4.7 2.4 42 405 42 16 140 1.4 1.6 42 1.10 21.0 5.8 18 464 " 

7 5--Yemen 280 2.9 49 2 13 0.1 27 0.30 10.0 264 1.443 " 
8 Madagascar 』 型立 2.0 33 71 5 12 112 0.4 41 0.10 9.0 4.0 99 403 " 



く別表 1のつづき〉
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ぐ別表2>
グ¥Lー¥フ¥。¥九¥¥¥変¥数 ;;l|GXI1 号

G2 Gs G. G5 G6 G7 Gs 

X2 Xs X. Xs X6 X7 X8 X9 X10 Xl1 1 X12 X1S Xu X15 X16 X17 X1S 

1 A (先進資本主義国) 1.1 4.8 3.6 94.8 5，247.0 403.3 23.1 671.9 45.2 0.8 83.9 93.5 23.9 290.7 4.8 6.9 118.3 

1 B (発展途上資本主義国)1 712.8 2.7 5.0 2.3 28.7 631.5 46.2 17.5 134.2 2.6 2.2 23.0 56.9 2.2 44.0 3.2 66.6 600.8 
2 A (先進混合経済国) i 4，792.9 1.3 5.4 4.5 85.7 3.701.1 370.7 28.0 267.9 30.0 1.2 88.9 92.0 14.4 324.8 5.4 7.3 122.9 

2 B (発展途上混合経済同)1 476.2 2.6 4.4 1.7 37.8 342.6 25.4 14.0 100.2 1.5 2.3 32.5 44.3 1.2 24.5 3.8 140.9 1. 289.1 
3 (先・中進社会民主政権国)14，936.4 0.8 4.1 3.5 95.4 3，991. 7 326.6 26.1 330.7 27.6 1.0 76.6 91.0 17.5 275.4 6.0 9.7 122.5 
4(7ノレクス・レーニン主義閃)i 2，675.0 0.7 12.4 4.834.6 457.4 270.5 9.6 1.3 46.2 90.5 4.7 255.0 5.6 5.8 111.3 

5 (OPEC) ! 3，351.0 3.4 12.5 9.1 29.8 1， 758.4 150.4 8.6 149.5 2.9 2.2 31.1 48.9 1.9 33.8 4.0 68.5 647.6 

6 (発展途上社会主義国) 309.3 2.6 5.1 2.5 16.7 249.7 15.9 9.5 81.9 0.9 2.4 23.0 34.4 0.4 19.3 3.7 196.5 868.2 
ト一一

キ公 平 均 : 2，066.9 2.2 5.4 3.3 44.0 1. 821. 7 159.7 17.0 199.0 10.2 1.6 15.1 60.7 5.8 113.8 4.3己6.61 676.8 

く別表3>'
くX1:1人当GNPの場合>

変¥数----名____J C ¥Bゴナ1サ¥ンン~ノプ¥ミJーレ数と 2 3 4 5 6 7 8 9 14 15 
(36) (47) (61) (74) (89) (96) ( 106) (96) (88) ( 106 ) (53) 

X2 (人口増加率) -0.77 -0.33 -0.36 -0.37 -0.39 0.40 0.36 -0.71 -0.73 -0.32 

X5 (P F 1 ) 0.75 0.57 0.64 0.62 0.59 0.59 0.54 0.67 0.74 0.54 0.55 

X6 (1人当エネノレギー) 0.87 0.89 0.90 0.90 0.86 0.86 0.85 0.87 0.91 0.89 

X7 ( 1人当鉄鋼) 0.90 0.83 0.85 0.85 0.76 0.79 

Xs (工業化率) 0.51 0.29 0.42 0.42 0.29 

X9 (千人当ラジオ) 0.58 0.47 0.53 0.53 0.55 0.54 0.52 0.60 0.59 0.46 

X10(百人当電話) 0.93 0.77 0.80 0.80 0.81 0.82 0.79 0.93 0.94 0.78 

X11( 1室人数) -0.79 -0.62 -0.61 

X12(水道普及率) 0.86 

X13(PQL 1) 0.78 0.64 0.69 0.67 0.66 0.66 0.62 0.71 0.72 0.62 0.61 

XH ( 1人当新聞用紙) 0.82 0.67 0.72 0.72 0.73 0.73 0.70 0.83 0.84 0.68 

X1S(千人当日刊紙) 0.82 0.68 0.73 0.73 0.73 0.73 

X16(公的教育支出比) 0.59 0.36 0.42 0.37 

X17(医師当人口) -0.43 -0.33 0.39 0.39 -0.42 0.43 0.42 -0.44 -0.44 0.30 

X1S(病床当人口) -0.62 -0.48 -0.33 -0.31 -0.32 -0.31 -0.30 0.32 -0.31 



<別表3のつづき>

くXz:人口増加率の場合>

変7d見当 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
(36) (47) (61) (74) (89) (96) ( 106 ) (96) (88) (68) (53) 

X1 (1人当GNP) -0.77 -0.33 -0.36 -0.37 -0.39 -0.40 -0.36 -0.71 -0.73 -0.32 

X4 (G D P成長率) 0.13 

XS (P F 1 ) 0.78 -0.70 -0.66 -.0.66 -0.46 0.46 -0.45 -0.45 -0.65 -0.62 

X6 (1人当エネノレギー) -0.68 -0.44 -0.45 -0.47 -0.55 -0.55 0.54 -0.73 -0.69 0.42 

X7 ( 1人当鉄鋼) 0.74 -0.61 -0.60 -0.61 0.66 -0.57 

Xs (工業化率) -0.69 -0.72 -0.64 -0.64 -0.70 

X9 (千人当ラジオ) -0.46 -0.46 -0.47 -0.48 -0.47 -0.46 -0.44 -0.49 -0.50 -0.45 

XI0(百人当電話) -0.74 -0.68 -0.67 -0.68 0.63 -0.63 -0.61 -0.65 0.72 -0.67 

X11( 1室人数) 0.85 0.78 0.74 

X12(水道普及率) -0.72 

X13( P Q L 1 ) 0.79 一 0.61 -0.56 -0.55 -0.61 0.60 -0.59 -0.66 0.61 -0.61 
ト一一一

X14 ( 1人当新聞用紙) 0.65 -0.60 -0.60 0.62 0.56 -0.56 0.54 -0.57 -0.64 -0.59 

X1S(千人当日刊紙) -0.67 0.64 -0.64 -0.65 0.69 0.69 

X16 (公的教育支出比) 0.42 -0.39 -0.37 -0.38 

X17 (医師当人口) 0.36 0.21 0.22 0.22 0.29 0.30 0.27 0.36 0.31 0.20 

X18 (病床当人口) 0.60 0.40 0.20 0.18 0.23 0.21 0.20 0.25 0.21 

<X6: 1人当エネノレギー消費量の場合>

よ々22211 2 3 4 5 6 7 8 9 11 15 
(36) (47) (61) (74) (89) (96) ( 106 ) (96) (88) (82) (53) 

Xl c1人当GNp) 0.87 0.89 0.90 0.90 0.86 0.86 0.85 0.87 0.91 0.89 

X2 (人口増加率〉 -0.68 -0.44 -0.45 -0.47 -0.55 一0.55 -0.54 -0.73 -0.69 0.42 

Xs (P F 1 ) 0.69 0.63 0.69 0.67 0.48 0.49 0.48 0.50 0.72 0.61 

X7 c1人当鉄鋼) 0.86 0.87 0.89 0.90 0.90 0.85 0.83 

Xs (工業化率) 0.42 0.35 0.46 0.49 0.47 0.34 

X9 (千人当ラジオ) 0.84 0.73 0.76 0.75 0.73 0.72 0.69 0.72 0.76 0.71 

X10 (百人当電話) 0.90 0.85 0.87 0.87 0.81 0.81 0.80 0.83 0.92 0.86 

Xl1 c1室当人数) -0.74 -0.68 0.67 

X12(水道普及率) 0.78 

X13(PQLI) 0.70 0.67 0.71 0.70 0.74 0.74 0.71 0.72 0.70 0.64 

X14 ( 1人当新聞用紙) 0.86 0.81 0.84 0.84 0.76 0.77 0.75 0.78 0.88 0.81 

X15 (千人当日刊紙) 0.70 0.69 0.74 0.75 0.79 0.79 

X16 (公的教育支出比) 0.68 0.51 0.54 0.52 

直17(医師当人口) 0.39 -0.33 -0.39 0.40 -0.45 -0.47 0.45 -0.45 0.42 -0.31 

X18'(病床当人口) -0.53 -0.48 一0.34 -0.32 0.35 0.34 0.33 -0.33 -0.30 



くXs:G N P Iζ占める製造工業生産高比率の場合>

変マ々定21! 2 3 4 11 15 

(36) (47) (61) (74) (82) (53) 

X1 (1人当GNP) 0.51 0.29 0.42 0.42 0.29 

X2 (人口増加率) -0.69 -0.72 -0.64 0.64 -0.70 

X5 (P F 1 ) 0.60 0.62 0.70 0.70 0.54 

X6 ( 1人当エネルギ ) 0.42 0.35 0.46 0.49 0.47 0.34 

X7 ( 1人当鉄鋼) 0.56 0.54 0.62 0.63 0.56 0.53 

X9 (千人当ラジオ) 0.23 0.36 0.44 0.45 0.37 

X10(百人当電話) 0.44 0.49 0.57 0.58 0.48 

Xll( 1言三当人数) -0.56 0.59 0.56 

X12(水道普及率) 0.53 

X13(PQL 1) 0.64 0.72 0.78 0.79 0.70 

X14 ( 1人当新聞用紙) 0.42 0.47 0.54 0.57 0.46 

X15(千人当日刊紙) 0.56 0.61 0.66 0.67 

X16(公的教育支出比) 0.23 0.24 0.34 0.23 

X17(医師当人数) 0.49 0.45 -0.54 -0.54 -0.44 

X1S(病床当人数) -0.45 0.48 -0.41 0.38 
~ 

<X13・PQLIの場合>

変九数~名------九J~O ~1Bサナ古ンン¥ノフマ。ー¥レ数と 2 3 4 5 6 7 8 9 14 15 
(36) (47) (61) (74) (89) (96) ( 106 ) (96) (88) ( 106 ) (53) 

Xl~ 1人当GN P) 0.78 0.64 0.69 0.67 0.66 0.66 0.62 0.71 0.72 0.62 0.61 

Xz (人口増加率〕 -0.79 -0.61 -0.56 -0.55 -0.61 -0.60 0.59 0.66 -0.61 -0.61 

X5 (P F 1 ) 0.82 0.81 0.85 0.83 0.66 0.68 0.66 0.65 0.82 0.66 0.72 

X6 ( 1人当エネノレギー) 0.70 0.67 0.71 0.70 0.74 0.74 0.71 0.72 0.70 0.64 

X7(1人当鉄鋼) 0.73 0.73 0.76 0.73 0.75 0.67 

Xs (工業化率) 0.64 0.72 0.78 0.79 

X9 (千人当ラジオ) 0.48 0.51 0.57 0.57 0.57 0.56 0.57 0.56 0.57 0.50 

X10(百人当電話) 0.77 0.74 0.76 0.75 0.70 0.69 0.68 0.67 0.71 0.71 

Xll( 1室当人数) -0.82 -0.76 -0.70 

X12(水道普及率) 0.82 

X14( 1人当新聞用紙) 0.69 0.68 0.71 0.70 0.65 0.65 0.64 0.63 0.68 0.66 

X15(千人当日刊紙) 0.77 0.77 0.79 0.78 0.79 0.79 

X;6(公的教育支出比) 0.62 0.44 0.48 0.39 

X17(医師当人口〕 -0.57 -0.64 -0.68 -0.67 -0.70 . -0.73 -0.72 0.73 -0.72 -0.64 

X1S(病床当人口) 0.65 0.70 -0.51 -0.45 -0.45 0.44 -0.44 0.44 0.42 



<別表4>
Obの X 1の 2つの G1 Gz G3 G4 Gs G6 G7 Gs 政治

国 名 順位の
X13 X1S X1S Oh I OIz 順位 順位 ズレ X1 Xz X5 X6 X7 Xs Xg X;O Xl1 X12 X14 X17 形態

Sweden 5.87 5.86 3 2 A A A A A A C A A A A A A A A 2A 

2 U. S. A. I1 5.80 5.79 2 4 2 A A A A A B A A A A A B B A B 1 A 

3 New Zea¥and 11 5.69 5.67 3 19 16 A C A B B A A A A A A A A 1 A 

4 U. K. :i 5.67 5.64 4 21 17 A A A A B A B B A A A B A A B 3 

5 ]apan I 5.60 5.57 5 17 12 A B A B A A B B A A A C A A A 1 A 

5 Canada 5 5 O A B A A A C A A A A A B B A B 1 A 

7 W-Germany ~ I 5.531 5.50 7 8 A A A A B A C B A A A C B A A 3 

7 Netherland 5.50 7 12 5 A A A A B A C B A B A B B A A 3 

7 Finland 5.53 5.50 7 15 8 A A B B B A C B A B A A A A A 3 

10 Austra¥ia 5.50 5.46 10 13 3 A B A A B B C B A A A B A A 1 A 

11 Oenmark 5.47 5.43 11 6 ~5 A A A A B B C B A A A B B A B 3 

11 Norway 5.47 5.43 11 7 ~4 A A A B A B C B A A A C B A A 3 

11 Switzerland 5.47 5.43 11 2 9 A A A B B C C A A A A B B A A 1 A 

14 Iceland 5.36 5.31 14 13 ~1 A B A B C C B A A A C A A A 2 A 

15 Belgium 5.33 5.29 15 9 6 A A A A B A C C A B A C B A B 3 

15 France 5.33 5.29 15 10 5 A A A B B A C C A A A D B A A 2 A 

17 Austria I 5.21 5.15 17 16 A A A B C C C A B A C B A A 3 

18 Ireland 5.07 5.07 18 31 13 B B A B C A C D A B A C B A A ~I 
18 Italy 5.07 5.07 18 24 6 B A A B B A C C A B A E C A A 2A 

20 E-Germany 4.93 4.85 20 20 O A A F A A C D B B A D A A A 4 

21 Czechoslovakia 4.71 4.69 21 23 2 B A F A A C D B B A E B A A 4 

22 Spain !I 4.67 4.64 22 25 3 B A B C C A C C A D A D D A B 1 A 

23 USSR 4.62 4.58 23 27 4 B A F A A C E B A E B A A 4 

24 Greece 4.60 4.57 24 29 5 B A B C C C C C A C B D C A B 1 A 

25 Poland 4.50 4.46 25 26 B A E A A C E B D A B B A B 4 

26 Israel 4.47 4.43 26 22 ~4 B F B C C C C C B A B C B A B 2A 

27 Hungary 11 4.43 4.38 27 33 6 B A E B B C E B D A D B A B 4 

28 Argentina 4.36 4.38 27 36 9 C B E C C A A E B B D C A B 1 B 

29 Singapore 4.21 4.15 29 28 ~1 B C D C A B D D E B B C B B 2 A 

29 Bu¥garia 11 4.21 4.15 29 32 3 B A F B C C E B E A D B A B 4 

31 Portugal 4.13 4.14 31 34 3 C A B D C A D D B F B E D A B 3 

32 Rumania I1 4.00 4.00 32 37 5 C A F B B D E B E A E C A B 4 

32 Venezuela 4.00 3.93 33 30 ~3 B E A C C C D E C B B D D A C 5 

34 Urugay 11 3.93 3.92 34 38 4 C B E D E B C E B C B D A B 6 



<別表4のつづき>

35 Kuwait ;1 3.86 3.69 37 1 -36 A F D A B F C D D B D D A B 5 

35 Yugoslavia 3.85 35 35 。C A E C C D E B D B E D A B 4 

37 Costa-Rica 3.79 36 48 12 C E A D E B E E B B B D D B B 3 

38 Chile 3.69 37 47 10 C C E D D B C F B C B E B B 1 B 

39 ]amaica ii 3.60 3.57 39 45 6 C C B C E C C E C E B E D C B 6 

40 S. Africa 3.50 3.46 41 41 。C D E C C B F E B D D D B B 1 B 

40 Surinam ;1 3.50 3.46 41 40 C E B C D C F C E B E D B B 3 

42 Guyana 3.46 3.50 40 67 27 D D C C D C F D B E C C B 2 B 

43 Mexico i 3.43 3.38 43 44 C F C C C B C F D D B E B D 6 

44 Turkey 3.29 3.31 44 50 6 D D B D D C D F D D C E B C 6 

45 Brazil 3.27 3.21 46 43 - 3 C E D D C C E F B D C E E B B 6 

45 Columbia 一」HJ27 3.29 45 61 16 D E B D E B D E C D C E D B D 6 
47 5-Korea 20 3.21 46 58 12 D E D C D A D F D E B E C B E 1 B 

48 Peru ! 3.07 3.07 48 54 6 D E D D D B D F D E C E D B C 6 

49 Libya 3.00 2.73 54 11 -43 A F F C B F D F D F B B 5 

49 Panama ! 3.00 2.93 49 42 - 7 C F E D E D D E D E B E D B B 1 B 

51 Iran 1 2.87 2.79 51 49 - 2 C E E C C D C F D E D F E B D 5 
ト一一

52 Ecuaclor 2.80 2.79 51 59 8 D F D E E C C F D E C E E B C 5 

52 乱1alaysia 2.79 51 52 D F C D E C F F E D C E D D B 6 

54 Fgypt 2.79 2.92 50 80 30 F D D E E C D F C D E E B C 2 B 

54 Philippine I 2.79 2.69 56 45 11 C E D E E C F F D B E E B D 1 B 

56 Dominica 2.73 2.71 55 55 。D E C E E B F F C F C F E B C 6 
57 Saudi Arabia 2.62 2.33 71 18 53 A E E C C E F F E F E C D 5 

57 lraq 2.62 2.50 61 38 23 C F F D C E D F E D F B C 5 

59 Nicaragua 2.60 2.57 58 57 D F D E E B E F F E C E E B C 1 B 

60 Syria !i 2.53 2.50 61 55 6 D F E E D D C F D D C F F B E 2 B 

60 EI-Salvador 2.53 2.57 58 69 11 E E C E E C E F F E C E D C D 1 B 

60 Guatemala il 2.53 1 2.50 61 61 O D E C E E D F F E E C E E C C 1 B 

63 Senegal 2.50 2.54 60 72 12 E D C E E E F B B E F F E D 6 

63 Sri-Lanka 2.50 2.62 57 88 31 F D B E F D F F D F B F C C 6 

65 Rhodesia 2.46 2.42 64 66 2 D F E D E B F F D E E D C 1 B 

66 Mor∞co 2.43 2.38 66 67 1 D D C E E D E F D D F E E D 6 
ト一一← 一ー一一一一

67 Paraguay 2.36 69 59 10 D E E E F C E F E F B E F B D 1 B 

68 Theiland 11 2.38 2.42 64 75 11 E E E E E C D F F C E D D 1 B 

69 AIgeria 2.36 2.31 73 50 -23 D F E D D D F E E D F E D C 5 

69 ]ordan I1 2.36 2.31 73 63 10 D F E E E D D F E D F E B D 1 B 



<別表4のつづき>

69 Bolivia :1 2.36 2.38 66 72 6 E E D E E D E F E D F E B D 6 

72 Honduras 2.33 2.36 69 72 3 E F D E E D B F D E C F E C D 1 B 

73 India 2.29 2.38 66 96 30 F D B E E D F F E D F E C E 6 

74 Tunisia 2.27 2.21 76 53 -23 D D E E D D F F F E D F E D C 2 B 

75 Madagascar 2.23 2.33 71 88 11 F C D F F D D F D F F D C 2 B 

75 Ghana 」」12223 2.17 79 65 -14 D E E E F D D F D E E E D 6 

77 Zambia .20 2.21 76 71 - 5 E F D D E D F F E E D F E D C 2 B 

78 N-Yemen 2.17 2.27 75 83 8 F E E E A C F E F F F D 6 

79 Ivorv coast 2.15 2.08 81 63 18 D D E E E C F F E F F E C 1 B 

80 Liberia 2.14 2.15 80 . 70 -10 E D D E E F D F C E F F E D 1 B 

81 Cameroon 2.18 78 78 O F C E E D E F E F F E C 6 

82 lndonesia 2.00 2.07 82 84 2 F E D E E E F F C D D F F E E 5 

83 Sudan 1.93 ，2.00 83 78 - 5 F D E E F D E F D D F F E E 6 

84 Siertaleone 1. 92 2.00 83 88 5 F D B E F D F F D F B F C C 6 

85 Kenya I 1.86 1.92 85 84 F F D E F D F F D D F F E D 6 

85 Pakistan 1.86 I 1.92 85 93 8 F E D E F C F F F D F F D E 6 

87 Angola 89 77 -12 E D F E F F F E F E E C 2 B 

88 Nigeeria 1.77 1. 75 92 75 17 E E D F E E E F E F F E E 5 

88 Haiti 1.77 1.83 87 88 F C F F F D F F D F E E E 1 B 

88 Bruma 1.77 1.83 87 101 14 F D F F F E F F C F E D E 2 B 

91 Malawi 1. 71 1.77 90 98 8 F E F F F D F F C D F F F D 1 B 

91 Tanzania 1. 71 1.77 90 92 2 F E E F F E F F C E F F E D 2 B 

93 Zaire 1.69 1.75 92 98 6 F E F F F E D F E F F E C 6 

93 Nepal 1.69 1.75 92 101 3 F D E F D F F C E F F F F 6 

93 Bangladesh 1.75 92 103 11 F D D F F E F F D F F D F 6 

96 Mozambique 1.64 96 93 3 F D F E F F F E F F E D 2 B 

97 Afghanistan 1. 58 97 95 - 2 F D F F F D F F E F E E F 6 

97 Togo 1.54 1.58 97 82 -15 F D E F F E F F E F F E D 6 

99 Guinea 1.50 I 1.55 99 96 3 F D F F F F F B F F E D 2 B 

100 Cen-Africa 1.46 1.50 100 87 -13 F F F F D F F F E F F E D 6 

100 .Benin 1.46 1.50 100 100 O F E F F F E E F E F F F D 2 B 

100 Uganda 1. 50 100 84 -16 F F F F F E F F D F F E D 6 

103 S-Yemen 1.42 1.45 103 80 -23 F E F F F F F E F E E E 2 B 

104 Rwanda 1.38 1.42 104 103 F E E F F F F F E F F F D 6 

105 Mali 1.36 105 105 O F D F F F F F E F F F E 2 B 

106 Ethiopia 1.29 1. 31 106 105 1 F E F F F E F F E E F F F F 2 B 



<別表5>

J7¥くご A B C D E F 

X1 (1人当GNP) 4，000.0以上 3，999. 0 ~ 2，000.0 1， 999.0 ~ 1. 000.0 999.0 ~ 500.0 499.0 ~ 300.0 299.0以下

X2 (人口増加率) *~ 1.0以下 1.1 ~ 1.5 1.6 ~ 2.0 2.1 ~ 2.5 2.6 ~ 3.0 3.1以上

X3 (G D P成長率) 20.0以上 19.9~ 15.0 14.9~ 10.0 9.9~5.0 4.9 ~ 2.0 1.9以下

X4 ( 1人当GDP成長率〕 15.0以上 14.9~ 10.0 9.9~5.0 4.9~ 2.0 1. 9~ 1.0 0.9以下

Xs (P F 1 ) 90.0以上 89.0~70.0 69.0 ~ 50.0 49.0 ~ 30.0 29.0~ 10.0 9.0以下

X6 ( 1人当エ才、ノレギー 5，000.0以上 4.999.0~3.000.0 2 ， 999.0~ 1.000.0 999.0 ~ 500.0 499.0 ~ 100.0 99.0以下

X7 (1人当鉄鋼) 500.0以土 499.0 ~ 300.0 299.0 ~ 100.0 99.0 ~ 50.0 49.0~ 10.0 9.0以下

Xs (工業化率) 25.0以ヒ 24.0 ~ 20.0 19.0 ~ 15.0 14.0 ~ 10.0 9.0~ 5.0 4.0以下

X9 (百人当ラジオ) 800.0以上 799.0~ 500.0 499.0 ~ 200.0 199.0 ~ 100.0 99.0 ~ 50.0 49.0以下

XIO( I'j人当電話) 50.0以上 49.0~30.0 29.9~ 20.0 19.9~ 10.0 9.9~ 5.0 4.9以子

Xll( 1室当人数) *! 1.0以下 1. 1~ 1. 5 1.6 ~ 2.0 2.1~2.5 2.6~3.0 3.1以上

X12(水道普及率) 90.0以上 89.9~70.0 69.9~ 50.0 49.9 ~ 30.0 29.9~ 10目。 9.9以下

X1s(PQLI) 90.0以上 89.0~70.0 69.0 ~ 50.0 49.0 ~ 30.0 29.0~ 10.0 9.0以下

X14( 1人当新聞紙) 30β以上 29.9 ~ 20.0 19.9~ 10.0 9.9~5.0 4.9~ 1. 0 0.9以下

X1S(千人当日刊紙) 400.0以上 399.0 ~ 200.0 199.0 ~ 100.0 99.0 ~ 50.0 49.0 ~ 10.0 9.0以下

X16{公的教育支出比) 9.0以上 8.9~7.0 6.9~ 5.0 4.9 ~ 3.0 2.9~2.0 1.9以下

X17(医師当人口) * 10.0以下 1 1. 0~30.0 31.0 ~ 50.0 51.0 ~ 100.0 10 1. 0~300.0 301.0以上

X18( 1病床当人口) * ! 100.0以下 161.0 ~ 300.0 301.0 ~ 500.0 501.0 ~ 1.000.0 1，001.0 ~ 2，000.0 2，001.0以上

*印の変数は，数値が大きくなるほどランクが下る。
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